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色のみ えのモ ー ド変化 に及ぼす周辺明度と輝度の効果
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1．は じめ に

　我々 の 環境の 中の 色は 、 その おかれ て い る状況に

よっ て質的に異なる様々 な モ ードの 見え方 をする 。

色が物体 に属 して い る と感 じ られる の は物体色 モ
ー

ド、光 の 色だ と感 じられ る の は光源色モ ードの見 え

方で ある 。 これ まで の モ ードに関する概究で 、刺激

の輝度条件が モ ードを決める大 きな要因である こ と

がわか っ て きて い る 。 岡嶋 らは色票あるい は単色光

を用 い た実験を行 い 、見えの モ
ードをテ ス トと周辺

の輝度の 関数で表 して い る 。 しか し全ての条件を輝

度で統
一

して い るため 、 刺激の 明度とモ ードの 関係

に つ い て は まだ 明らか に な っ て い ない
。

　本実験の 目的は刺激の 明度の モ
ー

ドに対する影響

を調べ る こ とで ある 。 明度の異なる周辺刺激で も周

辺照明の 強度を適当に調節するこ とによ っ て輝度 を

等 しくする こ とがで きるが、こ の ように明度は異な

るが輝度は等 しい 周辺条件 に お い て 、テ ス ト刺激の

見えの モ
ー

ドに違 い はあるだ ろ うか 。 そこ で 、 様々

な明度の 周辺刺激 を用 い て 、 テ ス ト刺激の モ
ー

ドが

物体色か ら光源色 に変化する ときの 周辺刺激の 輝度

を測定 した 。

　　　　　　　　図 1　 実験装置

2 ．実験

　図 1が装置図で ある 。 テ ス ト刺激 T はプロ ジ ェ ク

タ
ーP で斜め前方か ら照明される 。 周辺刺激 Sは背

景の 暗幕上 に 固定 され、被験者の視野全体をカ バ ー

して い る 。 両脇 にある蛍光灯 FL1 、 FL2 は周辺

刺激の 照明で ある 。 プロ ジ ェ クタ
ー光の 強度は中性

濃度フ ィ ル タ
ー

で調節する 。 周辺照明光の 強度は蛍

光灯調光器 に よっ て 調節するが 、こ の ような配置で

は テ ス トと周辺 の 刺激面 の 輝 度はお互 い に ほ とん ど

影響をおよ ぼ さずに独立に変 えられる 。 被験者は

10cm 角の 窓を通して刺激 を観察する 。 テ ス ト刺激

の 視距離は約 1m 、周辺刺激の 視距離は約 1．5m で

ある 。

　テ ス ト刺激 はマ ン セ ル色票の 5YR4 ／8 、周辺刺激

は無彩色の マ ン セ ル色票で N1 、　 N3、　 N5、　 N7 、　 N9

の 5 段階の 明度で ある
。 テ ス ト刺激の 輝度条件は

3．7 〜 24．6　 cd ／m2 の 5 段階である 。 図 2 に刺激の

形状 と輝度条件を示す。
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図 2　 刺激条件

　 実験は以下 の ような手順で 行う。 刺激条件、すな

わちテ ス ト刺激の 輝度 と周辺刺激の 明度の 組み合わ

せ の 中か ら実験者が ラ ン ダ ム に 選定 し、窓の シ ャ ッ

タ
ーを開けて刺激 を呈示する 。 被験者は 、調光器の

つ まみ をまわ して 周辺刺激の 照 明の 強度を自由に調

節しなが ら刺激 を観察 し、 テ ス ト刺激の モ ー ドが光

源色か ら物体色に変わ るその ちょ うど変化点だ と感

じた と こ ろ に周辺の 照明の 強度 を設定する 。 時間は

制限しな い
。 これを続けて 5 回繰 り返 し、刺激条件

を変えて続けて い く。 全部で 25 種類の刺激条件 に

つ い て各 10 回の 測定を行 い 、こ れ をラ ン ダ ム に 5

回の セ ッ シ ョ ン に 分けた。各セ ッ シ ョ ン の所要時間

は お よそ 20〜30分で あっ た Q
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図 3　 モ
ー

ド変化点の 周辺刺激の 輝度 図5　 モ
ー

ド変化点の 周辺刺激の 輝度 （追加実験 ）

3 ，結果

　図 3 は 4 人 の被験者の 結果 である 。 横軸はテス ト

刺激の 輝度の 対数値、縦軸は モ ードが変化するとき

の周辺刺激の 輝度の 対数値である 。 シ ン ボ ル は周辺

刺激の 明度を表す 。 5 つ の シ ン ボ ル の グラ フ が ほぼ

重 な っ て い る こ とは 、
モ

ー
ド変化点の 周辺刺激の輝

度が周辺刺激 の 明度 によ っ てほ とん ど変わ らな い こ

とを示す 。 即ちテス ト刺激の モ ード変化点は周辺刺

激の 明度に よ らず輝度で 決まる 。 そ して こ の 変化点

の輝度 はテ ス ト輝度が増加する に つ れて 上昇する 。

モ ード変化点の 周辺輝 度は被験者間で差が あ り、

HK 、
　 SF で は KK 、 NM に比べ て か な り高 い 値で

ある 。 こ れ は被験者 に よ っ て物体色 と光源色の 判定

基準に差が あるため では ない か と思わ れる 。

　 12．9den　X　2．9　deq ｝

　 　 Ng　　　 Nl

テス ト刺激

周 辺刺激
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図 4 　刺激条件 （追加実験）

4 ，追加実験

　追加実験 として、均一
な明度の色票上に何種類か

の明度の色票 を加 えた周辺刺激を用 い た実験 も行 っ

た。均一
な周辺刺激 を用い た実験で はそ の 明度がわ

か らなか っ た の に対 して 、他 の 明度の 色票を加えれ

ば周辺刺激の 明度が被験者 に認識で きるだ ろ うと考

えたか らである 。 図 4 に用 い た刺激を示す。N3、

N5の 上 にそれぞれ N1 とN9 を 1枚ずつ 加えた もの と

N3 、
　 N5 、

　 N7 に Nl 、
　 N3 、

　 N5 、
　 N7 、

　 N9 を 2枚ずつ 加

えた全部で 5種類で ある 。 テス F刺激輝度条件は

1，5 〜 16．Ocd／m2 の 4段階で ある 。

5 ，追加実験の 結果

　図 5 は 4 人の被験者の 追加実験の 結果で ある 。 横

軸はテ ス ト刺激 の 輝度の対数値、縦軸は モ ードが 変

化する ときの 周辺刺激 の 輝度の対数値である。シ ン

ボル は周辺刺激の 種類を表 して お り、白抜 きが N1 と

N9の 2枚を加 えた もの 、 黒塗 りは 10 枚加 えた もの

で 、丸は N3 、三 角は N5、四角は N7 をそれぞ れ示 し

て い る 。 実験 と同じような傾向を示してお り、 周辺

刺激の明度に よる差はあま りな い こ とが わか る 。 す

なわち、周辺刺激が い ろ い ろ な明度の 色票で で きて

い る場合 も周辺明度は モ
ードに影響 しな い と い うこ

とに な る 。 しか し、注意 して お きた い の は 10 枚加

えた場合で も周辺明度が完全にわか る とは い えな い

とい うことである。 被験者の 内観で は 、 テ ス ト刺激

のすぐ周辺 の部分は白や黒で な くグ レーに は見える

けれ ども、周辺照 明の強度 を変えて い くに したが っ

て明る い グレ ーか ら暗 い グ レ ーの 間で変化 して み え

た とい うこ とで あっ た 。
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